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▶どのように制作を進めましたか？

学生クリエーターには、３回のワークショップを通じて、動画で取り上げる題材や、キャラク

ターデザイン、動画の演出について意見を出してもらいました。学生たちの意見を取り入れて、動

画「ちょっと待った！やばみちゃん」シリーズを５本制作し、県の公式YouTubeにて公開しまし

た。

「ちょっと待った！やばみちゃん」シリーズは若年層に向けた消費者トラブルに関する啓発動画

でした。この動画が大変好評だったため、令和６年度は「ちょっと待った！やばみちゃんファミ

リー」として、幅広い年代に向けたウェブ広告やSNSなどをきっかけとする消費者トラブル防止

のための啓発動画を制作しました。学生サポーターには、ワークショップの１回目はSNSなどで

の怪しい広告を見てもらい、消費者トラブルの理解を深めてもらいました。２回目は、若者以外の

世代も扱うため、当事者の声を聞く街頭インタビューを実施し、偶然実際に被害に遭いそうになっ

た高齢者の方にお話を聞けたグループもいました。３回目は動画の演出アイデアを出し合ってもら

いました。「ちょっと待った！やばみちゃんファミリー」シリーズとしては３本制作し、令和４年

度と同様に県の公式YouTubeに公開しています。

学生サポーターの活動の様子（令和６年度）

▶この動画を使った学校や講座での活用方法、指導案などを教えてください。

動画はいずれも、以下の４つの展開で構成されています。

展開１：やばみちゃん（とその家族）が消費者トラブルに巻き込まれそうになる
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取組事例紹介

▶この動画を使った授業やセミナーの実施状況について教えてください。

県で実施する「消費者教育出前講座」で活用しています。また、この動画の存在を知る大学教員

の方に大学の授業で活用していただいているとも聞いています。消費者問題に取り組んでいる弁護

士や司法書士の方にも「短くて分かりやすい」と好評です。動画を流すと、参加者の方から笑い声

が上がって雰囲気が良くなるので、講座の導入や中だるみしそうなタイミングでの活用もおすすめ

です。

▶「消費者教育出前講座」を受講した人の反応などを教えてください。

やばみちゃんの動画を授業で扱ったことで、生徒自身やその友人が、消費者トラブルの被害に初

めて気づいたケースがあったと聞いています。

▶制作に関わったクリエーター、サポーターの感想を教えてください。

令和６年度に参加した学生サポーターから、次のような感想をいただいています。

・�怪しい広告に出会ったときに、やばみちゃんファミリーが頭によぎってもらえたら非常に嬉しい。

・�この動画が多くの方々に知れ渡って、消費者トラブルに巻き込まれそうになったときによく考え

て踏みとどまるきっかけになればと思う。

・�これ以上被害を拡大させないためにも、このような啓発動画が静岡県だけに限らず全国的に広

まってもらえたら嬉しい。

・�動画を作る上で自分たちが得た知識や気づきを、動画を実際に見ていない自分の周りの人たちに

も何かきっかけを発信できればと思う。

・自分たちもInstagramやLINEで知り合いと共有できればと思う。

「ちょっと待って！やばみちゃん」動画シリーズの特徴と工夫ポイント

▶それぞれの動画の詳細と制作時の課題と工夫について教えてください。

POINT １ 動画の構成を揃えて見やすく

令和４年度の「ちょっと待った！やばみちゃん」は、トラブルに巻き込まれそうになる「やばみ

ちゃん」と、トラブルに巻き込まれる寸前でやばみちゃんを助ける「しなんちゃん」の掛け合い

で、よくある消費者トラブルの事例や注意点などを伝える構成にしています。

令和６年度の「ちょっと待った！やばみちゃんファミリー」は、中高年・高齢者世代をやばみ

ちゃんの家族として登場させました。間一髪でしなんちゃんが助ける構成は、前回と同様です。
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POINT ２ 自分ごと化できるようにキャラクターにリアリティを持たせる

啓発動画は、見た人が「自分ごと化」できるように印象に残すことが大切です。そのために、学

生たちの意見を反映して、会話の流れや登場人物の表情などをより現実的にする工夫を加えまし

た。また、しなんちゃんの登場シーンも工夫しました。例えば、令和４年度制作の「あやしい儲け

話」編では、怪しいもうけ話の広告をクリックしようとするやばみちゃんの指先を小さくなったし

なんちゃんが止めたり、令和６年度制作の「定期購入トラブル編」では、定期購入トラブルに巻き

込まれたやばみちゃんの祖父を未来から連れてきたりします。これらインパクトある演出は、学生

たちの意見から生まれたものです。

「③ちょっと待った！やばみちゃん「あやしい儲け話編」」
小さくなったしなんちゃんが、危険なサイトにアクセスしようとするやばみちゃんの指先を押さえて危険
性を伝える
（https://youtu.be/2APWGUKRUms?si=eo_YOwGcDdvpW06N）

「③ちょっと待った！やばみちゃんファミリー「定期購入トラブル編」」
未来のやばみちゃんの祖父が、しなんちゃんとともにタイムワープして過去に戻り、トラブルのもとに
なった定期購入を止める
（https://youtu.be/KnaLxxoTMoQ?si=WdC5WZvGvpHOnn4E）

POINT ３ 動画は最後まで見てもらえるよう短く

ウェブ上で公開することを想定していたので、動画の長さは１分～１分半に抑え、必要な要素は

盛り込みつつテンポよく展開するように編集しています。動画はYouTubeだけでなく、若者向け

にはInstagram、中高年向けにはInstagramに加えてFacebookの広告配信も行いました。今はSNS

が消費者トラブルの入り口になっているので、相性が良いと感じています。YouTubeは10万回以

上再生されている動画が複数あります。

POINT ４ 学生をサポートする大人たちの存在

学生の公募は、県内の大学コンソーシアム、県庁にインターンシップに来ている学生、公務員に

なりたい人が通う専門学校、事業等を通じて関わりがある大学教員などを通じて、関心が高そうな








